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…
匝
瑳
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秘
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報
広
聴
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匝
瑳
市
秘
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課
広
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聴
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10
年
前
の
平
成
19
年
６
月
号
に

掲
載
し
た
野
田
地
区
野
手
の
浅せ

ん

間げ
ん

神
社
に
ま
つ
わ
る
「
浅
間
様
の
伝

説　

夏
に
降
っ
た
大
雪
」
を
ご
覧

に
な
っ
た
人
か
ら
、
匝
瑳
市
内
の

浅
間
信
仰
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

旧
八
日
市
場
市
域
で
そ
れ
に

関
す
る
神
社
や
石せ

き

祠し

（
石
宮
）
は
、

20
ほ
ど
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
１
社
、
平
木
・
籾も

み

内う
ち

区
（
平
和
地
区
）
の
浅
間
神
社

を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
街
か
ら
県
道
１
０
４
号
を
銚

子
方
面
に
進
み
平
和
小
学
校
を
過

ぎ
し
ば
ら
く
行
く
と
、
左
側
に
籾

内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
敷
地
内
に「
浅
間
神
社
」

の
額
が
掲
げ
ら
れ
る
朱
塗
り
の
鳥

居
の
奥
に
、
２
基
の
石
祠
が
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

台
石
に
刻
ま
れ
た
由
緒
に
よ
る

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
の
際
、
昭
和
57
年
４
月
19
日
に

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を
代
表
が

お
参
り
し
分
霊
を
新
た
な
石
祠
に

ま
つ
り
、
同
25
日

に
神
霊
を
移
す
遷せ

ん

座ざ

祭さ
い

を
行
っ
た
と

あ
り
ま
す
。

　

本
宮
浅
間
大
社

は
、
静
岡
県
富
士

宮
市
に
あ
り
、
全

国
の
浅
間
神
社
の

起
源
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
石
祠

に
向
か
っ
て
右

の
「
浅
間
宮
」
は
、

１
８
２
８
（
文
政

11
）
年
２
月
に
籾

内
新
田
集
落
で
ま
つ
っ
た
と
刻
ま

れ
、
元
あ
っ
た
場
所
か
ら
こ
こ
に

移
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

平
木
区
は
区
域
が
広
く
、
江
戸

時
代
か
ら
集
落
ご
と
に
信
仰
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
千
葉

県
宗
教
法
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ

る
同
区
の
神
社
は
惶か

し
こ
ね根

神
社
と
星ほ

し

宮み
や

神
社
の
２
社
の
み
で
す
が
、
熊

野
神
社
や
八
坂
神
社
、
浅
間
神
社

な
ど
も
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
寺
院
も
記
録
か
ら
９
か
寺

あ
っ
た
と
さ
れ
、
寺
跡
の
墓
地

な
ど
に
あ
る
石
造
物
に
「
籾
内
講

中
」「
山
里
中
」「
新
向
原
講
中
」「
西

原
講
中
」
な
ど
と
見
ら
れ
、
同
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

ま
つ
ら
れ
る
１
７
４
０
（
元
文
５
）

年
３
月
造
立
の
庚こ

う

申し
ん

塔と
う

に
は
「
平

木
村
籾
内
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
浅
間
信
仰
は
１
７
５
０
年

ご
ろ
か
ら
江
戸
で
流
行
し
、
信
者

の
集
ま
り
で
あ
る
「
富
士
講
」
が

広
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
市
域
で

最
も
古
い
浅
間
宮
の
石
祠
は
、
１

７
１
３
（
正
徳
３
）
年
の
も
の
で

平
木
に
あ
り
ま
す
。

　

６
月
１
日
の
浅
間
参
り
は
、
本

格
的
な
夏
の
到
来
を
告
げ
る
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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知
川
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問
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内
の
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様

平
木
を
歩
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石
仏
に
苔
の
花
型
若
葉
光 

内　

山 

椿　
　

和
枝

竹
の
秋
古
里
遠
く
な
る
ば
か
り 

八
日
市
場
ロ 

髙
安
せ
い
子

新
緑
や
父
の
ゆ
づ
り
の
鋏
研
ぐ 

八
日
市
場
ハ 

江
波
戸
知
巳

こ
れ
か
ら
は
土
と
の
暮
ら
し
五
月
か
な 

横
須
賀 

岩
井　

や
す

夏
近
し
道
ゆ
く
人
の
声
か
ろ
し 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

思
い
あ
る
着
物
を
吊
る
す
衣
紋
竹 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

た
そ
が
れ
や
代
田
に
月
と
厨
の
灯 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

葱
坊
主
仇
の
如
く
排
棄
せ
り 

栢　

田 

伊
藤　

定
子

植
え
し
妻
逝
き
し
を
知
ら
で
薔
薇
咲
き
ぬ 

栢　

田 

櫻
井
富
美
雄

単
線
の
駅
舎
華
や
ぐ
新
入
生 

今　

泉　
　
　

須
貝　

玉
枝

ゴ
ミ
出
し
の
五
分
空
き
巣
に
入
ら
れ
る 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

遺
産
分
け
取
っ
組
み
合
い
も
出
る
喧
嘩 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

退
院
し
呆
然
と
な
る
庭
の
草 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

欲
深
が
騙
さ
れ
て
知
る
詐
欺
手
口 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

延
焼
は
火
種
一
つ
で
失
せ
る
町 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

飛
ん
で
っ
た
空
見
上
げ
て
る
乗
り
遅
れ 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

声
も
出
ず
友
の
訃
報
を
聞
く
電
話 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

三
文
の
徳
を
試
し
に
早
寝
す
る 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

立
っ
て
て
も
海え

老び

腰こ
し

の
親
は
使
え
ね
ぇ 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津
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平木・籾内コミュニティセンター
敷地内にある浅間神社
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